
周南市地域おこし協力隊 募集要項 

１ 応募条件 

 ⑴ 申込時に２０歳以上概ね６０歳未満の方（学歴・性別は問いません） 

 ⑵ 周南市外に住所を有し、隊員として採用後、須金地域に住民票を異動できる方 

 ⑶ 地方公務員法第１６条の欠格事由に該当しない方 

 ⑷ 心身ともに健康で、受入団体や地域の皆さんと協力しながら、地域おこし活動に取り組むことができる方 

 ⑸ 普通自動車免許を有している方（AT 限定可） 

 ⑹ パソコン等の操作（Word、Excel、メール、SNS 等の基本的な操作）ができる方 

２ 応募方法・選考方法・採用 

 ⑴ 応募方法 

   以下の書類を作成し、『５お問い合わせ・提出先』に郵送、メール、持参にて提出してください 

メールで提出される場合には、書類をＰＤＦ形式に、顔写真はＪＰＥＧ方式にて提出して下さい 

（※提出があった際には、受領した旨の連絡をします） 

   ① 周南市地域おこし協力隊申込書（指定様式） 

   ② 現住所が分かる住民票の写し（３か月以内に取得したもの、コピー可） 

   ③ 普通自動車運転免許証の写し（※裏面に記載がある場合は、裏面も含めます） 

※提出いただいた書類は返却いたしませんので、あらかじめご了承ください 

 ⑵ 受付期間 

  令和７年３月１９日（水）から令和７年５月３１日（土）まで ※当日消印有効 

 

 ⑶ 申込・選考の流れ 

   ① 申込前オンライン面談（希望者のみ） 

    応募を迷われている方などを対象に、採用担当者とのオンライン相談を随時受け付けています。 

下記の『５お問い合わせ・提出先』までお気軽にご相談ださい。 

   ② 第１次選考 書類審査 

     申込書による書類選考を行います。審査結果については、応募者全員に文書にて合否をお知らせします 

   ③ 現地見学 

     活動地域がどういうところなのか、どういった暮らし方ができるのか、どんな人たちと３年間関わっ

て活動をするのかを見て、知っていただき、着任後のミスマッチを未然に防ぐため、第２次選考まで

に現地見学を行っていただくことを必ずお願いしています。ご都合にあわせて、日程を組みご案内し

ますので、お気軽にご相談ください。（※応募を検討されている方の現地見学も大歓迎です） 

   ④ 第２次選考 面接選考 

     対面での面接を行います（※対面の場合は周南市内で実施します《交通費自己負担》） 

     第２次選考の日時等については、第１次選考の結果通知時にお知らせします 

     選考結果については、面接者全員に文書にて採用の合否をお知らせします 

 ⑷ 任用開始日 

   令和７年８月１日とし、原則として採用決定の日から３ヶ月以内に着任していただきます。 

（※但し、退職に要する日数が必要等、応募者の事情で３ヶ月以内の着任が難しい場合にはご相談くだ

さい。可能な限り変更をさせていただきます） 

 



３ 活動地域・活動内容・活動目標 

活動地域 周南市須
す

金
がね

地域（１名） 

募集の趣旨 

山口県周南市は、山口県東部にある人口約１３．４万人のまちで、瀬戸内海に面したエリア

に市街地や化学コンビナート群が広がり、コンビナートが織りなす工場夜景は日本夜景遺産に

も認定されています。 

この市街地から山間部に向けて車を走らせると、市の面積の約７割を占める『中山間地域』

が広がります。これらの地域では豊かな自然や受け継がれてきた伝統・文化、美味しい農作物

などの恵みが数多くありますが、人口減少や高齢化が進み、地域活動の担い手不足やこれまで

受け継いできた伝統行事や活動が困難になりつつあります。 

 今回、隊員を受け入れるのは、中山間地域の１つである『須金地域』で、市街地から車で 

４０分ほどの山間部にあり、人口は２４０名ほどです。 

 この須金地域は豊かな自然にあふれ、悠久の歴史を持った地域です。毎年８月下旬から１０

月中旬に須金フルーツランドが開園し、周南市の特産品である梨・ぶどうを求め、県内外から

多くの方が訪れます。 

この須金地域の看板である須金フルーツランドの入口に地域住民が主となって、ふれあいプ

ラザ須金を運営しています。 

 ふれあいプラザ須金は住民のふれあいの場の創出と生活基盤の向上を目的として設立され、

梨・ぶどうの販売や地域住民に向けた日用品の販売などをしています。しかし、近年はスタッ

フの高齢化による担い手不足や梨・ぶどうシーズン以外の売り上げの低下等が起因となり、地

域づくり拠点の存続が危ぶまれる課題が生じております。    

この現状を打開するために、ふれあいプラザ須金の収益を上げ地域づくり拠点を維持する取

組、そして人口減少や高齢者福祉といった地域課題を、ふれあいプラザ須金を拠点として住民

で支え合い暮らし続けられる仕組みづくりにより解決する取組を進めています。 

そこで、ふれあいプラザ須金を拠点とした住民主体（地域コミュニティ：生きがいのある須

金をつくる会）の地域づくり活動に関わっていただき、地域課題の解決に向けて共に挑戦して

いただける隊員を募集します。 

 

活動内容 

次の活動内容に取り組んでいただきます。 

 ①ふれあいプラザ須金の閑散期の収益アップの取組 

  ふれあいプラザ須金の閑散期の収益アップに向けた地域検討に参画する 

②地場産品（梨・ぶどう・唐辛子）を活用した加工品の開発・販売 

  須金地区で加工品販売を営む事業者の地場産品を活用した新商品の開発・販売に関わる 

 

③ＳＮＳを活用した関係人口の創出 

  ＳＮＳを活用したイベントの開催や地域イベントのＰＲを地区外に発信し、須金地域を知

ってもらう活動に関わる 

  須金地域の散策や、地域住民へのインタビューをして須金の魅力を発見する 

  地域に既にある関係人口を創出する仕組みを学び、須金に人が訪れる仕組みづくりを住民 

と一緒に考える 

 

 



④新たな地域福祉サービスの検討 

  日用品の移動販売や、地域サロン・御用聞きの導入に向けた地域検討への参画 

 

 ⑤須金の皆さんとの関係をつくる 

  須金で開催されるイベントや地域づくり活動に参加する                  

須金地域の活動団体の会議に参加する 

 ⑥隊員提案による企画業務（※隊員からの発意によるもの）              

上記の活動以外に実施したい取組について、市や受入団体と相談しながら取り組む 

 ⑦任期後の定住・定着向けた準備活動                        

任期後に定住・定着するために必要となることを整理し、準備する 

 ⑧その他 

  ・報告書の提出等の事務作業（週１回程度） 

  ・市担当職員との打合せ（週１回程度） 

  ・隊員活動報告会の開催（年１回程度） 

  ・隊員活動に必要な研修・セミナーへの参加（随時） 

  ・その他、隊員活動に必要と思われるもの 

 

活動目標 

 

１年目：須金地域内へ頻繁に足を運び、地域の魅力を知る＜地域を知る＞ 

    ふれあいプラザ須金の業務を体験し、利用状況や顧客ニーズを把握する 

加工品の製造技術やレシピについて作業に携わりながら習得する 

    住民にインタビューし、地域の魅力など情報を集める 

    日用品の移動販売や地域サロンの検討会議に参加し、仕組みづくりを検討する 

    観光農園で農作業を体験する 

 

２年目：１年目で住民と検討した取り組みを共に実践してみる＜挑戦＞ 

ふれあいプラザ須金の閑散期の収益改善に向けた取組みを実践する 

須金の地場産品を使用した、新商品開発に向けた試作品づくりに協力する 

ＳＮＳを用いた関係人口を増やす取り組みを企画・実践する 

日用品の移動販売や、地域サロンの導入、御用聞きの取り組み等、新たな地域福祉 

サービスを創出する 

    各種研修会へ参加するなど、任期後の進路や暮らし方を考える 

 

３年目：２年目に実践した取組の課題を模索し、改善する＜成果＞ 

    収益改善、関係人口の創出、日用品販売、地域サロンの導入を実施 

新たに開発した加工品のしゅうなんブランド認定を目指す 

任期後の定住・定着に必要な資格の取得など卒業後の準備を進める 

 



任期後の 

進路 

隊員活動を通じ、本地域に定住することとなった際の進路の一つに、ふれあいプラザの所長

として、経営を継承し、高齢者支援、移住推進活動等の地域活性化事業に携わってほしいと考

えています。 

しかし、ふれあいプラザの所長だけで生計を立てることはなかなか難しいため、観光農園の

園主や空き家を改修して古民家カフェの経営といった中山間地域ならではの選択肢を活かし、

マルチワークや起業等により生計を立てる方法を考えていく必要があります。 

求める 

隊員の 

人物像 

性 格    ・明るく前向きである 

       ・人と接すること、話をすることが好き 

       ・周囲の雰囲気を感じ取り、細かな気配りができる 

 

興味・価値観 ・店舗の経営に興味がある 

・里山を活かして楽しく生きる暮らし方に興味がある 

       ・農産物の加工品作りや新商品開発に興味がある 

       ・農作業に興味がある 

       ・ＳＮＳによる情報発信に興味がある 

       ・人を集めるイベントの開催に興味がある 

       ・高齢者福祉に興味がある 

        

経験・その他 ・商品やメニューの開発に取り組んだ経験がある 

・周囲のペースに合わせた、柔軟な対応が可能である 

・ＳＮＳ（LINE や Instagram 等）の基本的な操作ができる 

・福祉分野の知識、経験がある 

 

［参考情報］ 

周南市地域おこし協力隊員の活動の様子や、隊員を受け入れたい須金地域の皆さんの活動を 

紹介していますので、ご覧ください。 

≪周南市地域おこし協力隊 Instagram≫               ≪須金地域 Instagram≫ 

 

 

 

 

 

４ 雇用形態・勤務時間・勤務地・待遇等 

 ⑴ 雇用形態 

   周南市会計年度任用職員（地方公務員の服務に関する規定が適用） 

 ⑵ 勤務日・勤務時間 

   週４日（火曜日～金曜日を予定）・８時３０分～１７時１５分（うち休憩時間１時間） 

   ※時差勤務や、土日の勤務（振替勤務）となる場合もあります 



 ⑶ 勤務地 

   周南市須金地域内（主に活動拠点から活動地域に赴き従事） 

   活動拠点を須金市民センター［周南市大字須万 2427-2］に設置します 

   （須金市民センターには、須金地域の地域づくり活動を支援する職員が在籍しています） 

 ⑷ 任用期間 

   令和７年８月１日から令和８年３月３１日まで 

   ※年度ごとに採用し、勤務実績を踏まえた上で最長３年間まで延長できます 

 ⑸ 報酬 

   日額１１，６９０円（月１７日勤務の場合、月額１９８，７３０円） 

   ※別途、期末勤勉手当（年２回）、時間外勤務手当の支給があります 

   ※月額から所得税、社会保険料等が差し引かれます 

 ⑹ 住居 

   市が費用負担し、準備します（※活動地域内にある【２階建て・一戸建】を借り上げる予定です） 

（ただし、光熱水費や火災保険、自治会費等は自己負担となります） 

 ⑺ 福利厚生 

   健康保険、雇用保険、厚生年金に加入します 

   公務災害補償制度が適用されます 

 ⑻ その他 

   ①業務で使用するノートパソコン・プリンター・モバイルルーターは市で準備します 

    ※私用で活用するパソコン等は各自準備をお願いします 

   ②業務で使用する車（公用車）は市が準備します 

    ※私用で活用する移動手段（必須）は各自準備をお願いします 

   ③活動に必要な経費（消耗品・旅費等）は予算の範囲内で市が負担します 

   ④副業については、隊員業務に支障がない範囲で実施可能です 

    ※但し、市への届出が必要になりますので、事前に相談をお願いします 

 

５ お問い合わせ・提出先 

  〒745-8655 山口県周南市岐山通１丁目１番地 

         周南市役所 地域づくり推進課 中山間地域振興室（担当：原田・伊藤） 

         電話：０８３４－２２－８３３６  Mail：chusankan@city.shunan.lg.jp 


